
 

 
 
                             
                                                 
                                                 
                                                 

  
 
 
 
 

 

 

 

≪行 事 予 定≫ 
２日（水）秋の遠足（２F クラス） 
８日（火）避難訓練（双葉） 

１４日（月）内科健診①（ゆりＧ・つくし組） 
１５日（火）内科検診②（ばらＧ・もも組） 
      避難訓練（第二）七五三ランチ 
１７日（木）内科検診③（きくＧ・すみれ組） 
２２日（火）勤労感謝の花束贈呈 
２５日（金）お話の集い（ゆりＧ）   

※内科健診は密を避けるため３回に分けて 
  実施します。実施日が代休と重なる場合は 

違う日に受診します。 

《体 操 教 室》      4 日・11 日・18 日 
《学研わくわくタイム》  4 日・11 日・18 日 

≪ 職 員 研 修 ≫   
１日（火）キャリアアップ研修  
２日（水）保育研修 
４日（金）キャリアアップ研修 
７日（月）１ブロック所長会 
８日（火）キャリアアップ研修 

給食会議・リーダー会 
１１日（金）１B 研修 
１４日（月）／１６日（火）園内研修①② 
１８日（金）キャリアアップ研修 
２１日（月）／２２日（火）職員会①② 
２５日（金）キャリアアップ研修 
２９日（火）キャリアアップ研修 

               ◎お知らせとお願い◎ 
☆ティッシュペーパー、ビニール袋の収集にご協力いただきまして、ありがとうございました。 
☆欠席の連絡のお願い：欠席の連絡は必ず９：３０までにしてください。 
☆感染症について：RS ウィルス、ヘルパンギーナなどの感染症が報告されています。その他、感染

症と診断された場合は、園にご連絡ください。 
☆降園時のお願い：夕方５時過ぎには暗くなる時期になりました。お迎えの時、玄関前には自動車

が往来しますので、子どもだけが先に外に出たり、子ども同士ふざけたりすると危険です。玄関

を出たらお子さんから目を離さないでください。お子さんだけで外に出ることのないよう十分に

気を付けるようよろしくお願いします。 
 ◎玄関の自動ドアは保護者が開けてください。飛出し事故防等の防止のためにも、2 階クラスの

子どもたちには自動ドアのボタンを押さないようお話しています。自分で自動ドアのボタンを押

す習慣にならないよう、未満児クラスのお子さんにも、抱っこしてボタンを押させることのない

ように、ご協力お願いいたします。 
☆おむつ下着等の忘れ物について：最近、おむつ、下着、おしりシートの忘れ物が増えています。

毎日必ず補充をお願いいたします。また、布団忘れも目立ちますので、お子さんが自分の布団で

安心して休息できるよう、忘れないようにしてください。 
～来年度継続利用のご希望の皆様へ～ 

来年度も継続利用をご希望いただきましてありがとうございます。 
金沢市に継続利用希望者のリストを提出いたしましたので、１１月上旬に市から園に届く 
現況届に就業証明書等を添付して提出していただくことになります。よろしくお願いいたします。 

Ｒ４．１１．１ 双葉こども園・双葉第二こども園 

「イエスは、気を落とさずに絶えず祈らなければならないことを教えるために、          
弟子たちにたとえを話された」（ルカによる福音書18章1節） 

 
 ある町に神を畏れず、人を人とも思わない裁判官がいました。その町には一人のやもめがおり、引っ
切り無しに裁判官に自分の訴訟を取り上げるよう訴えました。裁判官は、最初は取り合おうとしません
でしたが、引っ切り無しにやもめが来て、うるさくてかなわないので根負けし、裁判を行います。 
 「やもめ」とは、夫を亡くした女性のことですが、当時のユダヤ社会では夫を亡くした女性は、生活
基盤も失うことになりました。当時、そのような社会的弱者を救済する法がありましたが、往々にして
法に従った救済は行われず、不正が蔓延る社会でした。しかし、この「やもめ」には、その不正に絶え
ず立ち向かう勇気と、希望に向かっていく信念がありました。 
 イエスさまは、この「やもめ」の絶え間ない訴えと信念を、私たちの中にある、祈る力と希望へと向
かう信頼であることを教えています。日々の生活の中で祈る時、その祈りを聞いてくださる神さまの愛
が人間に注がれていることに信頼を置き、祈りを通した神さまとの出会いを大切にする秋を過ごしたい
と思います。                   （金沢聖ヨハネ教会牧師 アンデレ松山健作） 

 

11 月の聖句 

新型コロナウィルスによる行動制限も少しずつゆるくなってきましたので、今年度も年間で予定

されていた１２月１７日（土）に２F 以上児クラスのみ、年齢別（ゆり,きく,ばら）で入れ替え制

とし、保護者の方に見ていただけるよう計画を進めようと考えています。 

人数の制限に関しましては検討中ですので、後日詳細とともにお知らせいたします。 

当日はクリスマス会のみの行事活動とし、２F クラスは通常保育はありませんので、ご都合をつ

けていただきますようお願いします。 

つくし、すみれ、もも組は通常の土曜日保育としますが、保護者席の消毒作業等、未満児クラス

の保育士の人手が必要なため、お休みのご協力をいただける方はよろしくお願いいたします。 

 

 

11 月園だより 

クリスマス会案内 

神様のお話： 

１日、９日、１７日、２４日、３０日 

 収穫の秋を迎えて、芋掘り遠足では 2階クラスの子どもたちが沢山のお芋を収穫する喜びを体験
しました。ばら Gの初めて芋掘りをする子どもたちも、次第に慣れて一生懸命にたくさんお芋を掘
ることができました。                                          
 この秋のもう一つ大きな収穫として、双葉第二こども園の原田歩実栄養士の実践研究記録が、金
沢市の県大会代表２点のうちの一つに選ばれました。当園での食育は、これまで給食室の栄養士が
主体となって、各クラスの保育士と連携しながら行ってきたという特色があります。原田さんは、
『「食育」を「食欲」に繋げるために』というテーマで、2019 年 7 月から、当時のばら G を対象
に、子どもたちが今年 3月卒園するまでの足掛け 4 年にわたって、食育活動の実践研究を行ってき
たものです。ばら Gで行った「子どもの手指の発達に合わせたクッキング」などは、保育士との連
携が生かされたユニークな視点に基づいた食育活動ではないかと思います。また、梅干し作りや野
菜栽培でも、子どもたちが梅干しの熟成や野菜の生育過程を記録するにあたって、客観的な基準を
導入することで、知識が広がり、より深く関心を持つことが、食べたいという意欲に繋がったこと
が記されています。詳しい内容については、きっずノートやホームページでお知らせいたしますの
でご覧ください。 

運動会、芋ほり、予備日とお弁当を作っていただきありがとうございました。芋ほり予備日は晴
天でしたので、子どもたちは近くの公園でお弁当を食べるという、楽しい機会が与えられ感謝でし
た。最後になりましたが、来年度継続の事前確認書提出のご協力ありがとうございました。    

  （双葉こども園園長 白神 雄） 

【 保 育 目 標 】 
・祈り、感謝し、素直に謝ることができる子 
・友達と仲良く遊び、世界と自然を愛する子 
・聴く、話す、創る、手伝うことができる子 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
10 月 20 日ゆり G が、
出前科学教室で、磁石の
勉強や、工作をしまし
た。 

 
 

10 月 31 日に、2 階クラスで
は、それぞれに思い思いの扮装
をして、ハロウィンを楽しみま

した。 

そら組では、ゆり

G が、保育室にお
化け 屋敷を作 っ
て楽しみました。

 

 

ひかり組では、撮影用の幕の
前で、３人ずつ記念撮影をし
ました。その後、扮装のまま

で、近くの香林坊まで散歩に
出かけました。 


